
第２号様式（第３関係） 
 

平成２２年度第１回豊山町生涯学習推進審議会会議録  
 
１ 開催日時   平成２２年８月５日（木）午後２時から 
 
２ 開催場所   豊山町役場 ３階 会議室３ 
 
３ 出席者    豊山町生涯学習推進審議会委員 

（役職及び氏名） 会長：岡田洋司 

委員：山本達三、西川 徹、石黒俊彦、渡辺博史、岡島 剛 

高柳勝子、宮沢洋子、岡島千衣子、安藤証一、山村ノリ 

        （欠席）なし 

        事務局：松田康朗教育長、早川晴男教育部長、柴田昌治課長、 

佐藤正司係長、辛嶋洋充生涯学習指導員 
 

４ 議題 （１）平成２１年度生涯学習事業報告について 
     （２）平成２２年度生涯学習事業の進捗状況について 
     （３）平成２２年度豊山町文化振興事業について 
 
５ 会議資料  ・豊山町の生涯学習 平成２１年度のまとめ（資料NO．１） 
        ・豊山町生涯学習情報「生きがいタウン」 （資料NO．２） 
      ・平成２２年度豊山町文化振興事業実施概要（資料NO．３） 
     （配布資料） 

・豊山町生涯学習推進審議会委員名簿 
      ・豊山町生涯学習のまちづくり基本構想・基本計画 

・豊山町生涯学習のまちづくり基本構想・基本計画 概要版 
 

６ 議事内容  

（司 会） 本日は、お忙しい中、定刻までにご参集いただきありがとうございま

す。ただ今から第１回生涯学習推進審議会を開催します。 

―配布資料の確認― 

      次に、本審議会の議事録をホームページの掲載することにつきまして、

ご承認いただきます。 

それでは、最初に教育長よりあいさつを申しあげます。 
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（教育長） 本日は、ご出席ありとうございます。昨年度は、７月１５日の第１回

審議会から生涯学習基本計画の策定に関していろいろご協力いただきま

した。おかげで豊山町らしい基本計画を策定することができました。 

平成２２年度もこの基本計画に基づいて生涯学習を進めています。年

度が始まって４か月、ほんの少しずつではありますが、基本計画に沿い、

新しい理念、新しい構想のもとで新しい動きが進められています。豊山

町は人情が厚く、ボランティア精神を持った方が多くおられます。また、

本審議会委員の方も様々な分野でご活躍の方で資格を持たれた方もおら

れます。今後、この審議会を通して、生涯学習の新しい歩みができるこ

とを期待しています。よろしくお願いします。 

（司 会） 委員の委嘱を行います。委嘱状を机に置かせていただきましたので、

ご了承ください。２年間よろしくお願いします。 

ここで、新たに役員の選出をお願いします。最初に会長につきまして、

どなたかご推薦があればお願いします。 

（委 員） 昨年度もいろいろご示唆をいただいた岡田洋司さんを推薦します。 

      （全員拍手で承認） 

（会 長） 町外の人間ですが、勤務している大学でのコミュニティ政策学部では

「まちづくり」を理念として研鑽しておりますので、そこで得た解決の

手段を活かしながら、豊山町の生涯学習のプランとその実行をお手伝い

したいと思いますので、よろしくお願いします。 

（司 会） 次に副会長につきまして、どなたかご推薦があればお願いします。 

（委 員） 宮沢洋子さんを推薦します。 

      （全員拍手で承認） 

（司 会） それでは、これより議題の審議に入ります。ここからの取り回しは会

長にお願いします。 

（会 長） 議案（１）「平成２１年度生涯学習事業報告について」事務局より説

明をお願いします。 

 ～平成２１年度生涯学習事業報告について～資料ＮＯ.１により説明。 

（会 長） 事務局の説明が終わりました。今の説明について何かご質問ご意見は

ありますか。 

（委 員） 赤ちゃん広場やニューファミリー教室での参加者が多いのに乳幼児学

級の参加者が少ないのはなぜでしょうか。 

（事務局） 妊娠すると検診のために保健センターに訪れるため、その延長として

赤ちゃんを連れて参加する方が多いと思います。また、母子保健推進員

とのかかわりでコミュニケ―ションがとれているのも参加を促進してい

ると思われます。 

（委 員） 母子にとって、保健センターへの敷居は低く、検診から赤ちゃん広場

の参加への流れがよいのではないかと思います。一度、なぜ乳幼児学級

に参加しないのかを聞いたらどうでしょうか。 
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（委 員） 乳幼児学級は研修室で母親だけで行っていますが、子どもと一緒のほ

うが参加しやすいのではないでしょうか。 

（事務局） 乳幼児学級では、託児をしています。母子が離れることはマイナスに

なっているとは思えません。子どもの面倒を見てもらってありがたいと

いう声もあり、時には子どもと離れて学生気分で話を聞くことはよいこ

とだと思っています。今後、少しでも参加が増えるように情報発信に努

めます。 

（会 長） 研修室では少し堅苦しいのかもしれません。地域から育児を支援する

ことは大切なので、今後努力していただきたい。 

（委 員） サロンコンサートで、演奏者をリクエストしたいという声を聞きまし

たが、できますか。 

（事務局） リクエストされたものがすべて実現できるかはわかりませんが、前向

きに考えます。 

（委 員） パソコン講座の参加者が少ないようですが、ワードよりもホームペー

ジ作成などの方が参加者は増えるのではないでしょうか。 

（事務局） ２１年度は、町のパソコンの基本ソフトがＭｅで古いことが要因で参

加が芳しくなかったと思われます。２２年度は、新しい考えのもと、１

週間を通して最新のパソコンごと借りる方式３講座行い、受講者の評判

も良く方向性が見えてきた気がします。 

（会 長） それでは、第１号議案「平成２１年度生涯学習事業報告について」を

ご承認いただける方は拍手をお願いします。 

        （拍手） 
（会 長） 第１号議案「平成２１年度生涯学習事業報告について」は全員の拍手

で承認されました。 

 続きまして、第２号議案「平成２２年度生涯学習事業の進捗状況につ

いて」事務局から説明をお願いします。 

        ～平成２２年度生涯学習事業の進捗状況について～ 

資料ＮＯ.２により説明。 

（会 長） 事務局の説明が終わりました。まず、担当者として、今までの事業に

手ごたえを感じていますか。 

（事務局） 今年度、新しい生涯学習基本計画のもとで４月より進めてきました。

パソコン講座、オープンキャンパス「気分は大学生」や名古屋城聞き語

りなど、雰囲気が変わったものは参加者も多く、手ごたえを感じていま

す。 

（委 員） サークルの登録状況はどうですか。 

（事務局） 今のところ登録は３団体です。再度広報等でアピールしていきたいと

考えています。 

（会 長） 新しい試みはすぐに軌道に乗らないことが多いようですが、今後継続

して情報発信していってください。 
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（委 員） 将来的に人が集まる方法として、マックを使ったパソコン講座を考え

たらどうですか。使いやすく若い人に人気があるパソコンで、基本ソフ

トのバージョンアップ代も安いようです。 

（委 員） 携帯電話講座を開設してほしいと思います。携帯電話の機能は進化し

ていますが、使いこなしている人は少ないのではないでしょうか。 

（事務局） パソコンの機種や携帯電話について、今後検討してみます。 

（会 長） 生涯学習情報誌「生きがいタウン」のパンフレットは、親しみやすさ

の観点からは改良の余地があるのではないでしょうか。 

（委 員） 講座のネーミングも検討することは必要だと思います。 

（委 員） 情報誌は情報量が多すぎると見えづらくなります。紙面の情報はでき

るだけ省略し、詳しくはＱＲコードなどを使ったらどうでしょうか。 

（事務局） 今年度から講座の参加状況を町ホームページで流しています。情報誌

について、すぐに変更は考えていませんが、検討はしていきます。 

（会 長） いろいろな情報発信の方法を考えて進めてほしいと思います。 

では、第２号議案「豊山町生涯学習事業の進捗状況について」承認い

ただける方は拍手をお願いします。 

        （拍手） 
（会 長） 第２号議案「豊山町生涯学習事業の進捗状況について」は全員の拍手

で承認されました。 

 続きまして、第３号議案「平成２２年度豊山町文化振興事業につい

て」事務局から説明をお願いします。 

        ～平成２２年度豊山町文化振興事業について～ 

資料ＮＯ.３により説明。 

（会 長） 事務局の説明が終わりました。今の説明について何かご質問ご意見は

ありますか。 

それでは、第３号議案「平成２２年度豊山町文化振興事業について」

ご承認いただける方は拍手をお願いします。 

        （拍手） 
（会 長） 第３号議案「平成２２年度豊山町文化振興事業について」は全員の拍

手で承認されました。 

        続きまして「その他」に入ります。事務局から何かありますか。 

（事務局） 特にありません。 
（会 長） 皆さんのご協力により、本日の議題は全て終了しました。熱心な論議

と貴重なご意見をいただき実のある会議になったことに感謝申し上げま

す。 

 
上記のとおり平成２２年度第１回豊山町生涯学習推進審議会の議事の経過及びその

結果を明確にするためにこの会議録を作成し、会長及び出席者１人が署名する。 
 

平成２２年８月１１日 
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 会 長  岡 田 洋 司  
 

           署名人  宮 沢 洋 子 

 


